
【全体運】 注目されやすいので身を律していきましょう。 公平公正を心
がけると良い方向へ。 頼まれ事は引き受けると吉
【健康運】 健康セミナーに参加すると得るものが大
【幸運を呼ぶ食べ物】 ユリ根
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令和4年度第2次補正予算が12月2日に決定し、令和5年度当初予算案が12月

23日に閣議決定されました。農林水産関係の主な内容は下表のとおりです。
各予算の決定に先立ち、本県ＪＡグループ・農政連は、令和4年8月には政
府の概算要求の決定、また11月には甘味資源作物・畜産物の政策価格・対策
の決定に合わせて、農水省や県選出国会議員への要請活動を実施しました。
私どもの要請内容をしっかり受け止め、産地の声を国政の場等で代弁して
いただいた(衆)森山先生や野村哲郎農林水産大臣をはじめとする県選出国会
議員の先生方のご尽力により、主な要請事項が実現する見込みとなりました。

【【RR55年年度度産産甘甘味味資資源源作作物物のの生生産産者者交交付付金金単単価価等等】】

予算に関する詳細なデータは、下記の農水省HPに記載されております。
補正予算：https://www.maff.go.jp/j/budget/r4hosei.html
当初予算：https://www.maff.go.jp/j/budget/r5kettei.html 補正予算 ☜ QRコード ☞ 当初予算

令和4年度第2次補正予算の総額 8,206億円
１ 物価高騰等の影響緩和対策

・施設園芸等燃料価格高騰対策 85億円
・配合飼料価格高騰緊急対策 103億円

２ 食料安全保障の強化に向けた構造転換対策
・肥料の国産化・安定供給確保対策 270億円
・飼料自給率向上総合緊急対策 120億円
・生産資材の使用低減対策 40億円
・米粉の利用拡大支援対策 140億円

３「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」に基づく施策の実施
・産地生産基盤パワーアップ事業 306億円
・みどりの食料システム戦略緊急対策事業 30億円
・畜産クラスター事業 555億円
・増頭奨励金 64億円
・鳥獣被害防止総合対策 37億円

４ 持続可能な成⾧に向けた農林水産施策の推進
・水田活用の直接支払交付金 190億円
・野菜価格安定対策事業 81億円
・甘味資源作物産地生産体制強化緊急対策事業 21億円

令和5年度当初予算案（農林水産関係）の総額 2兆2,683億円
１ 生産基盤の強化と経営所得安定対策の着実な実施、需要拡大の推進

・持続的生産強化対策事業（品目別） 160億円
・水田活用の直接支払交付金等 3,050億円
・強い農業づくり総合支援交付金 121億円
・甘味資源作物生産支援対策 109億円
・畜産・酪農経営安定対策 2,265億円
・野菜価格安定対策事業 156億円

２ 環境負荷低減に資する「みどりの食料システム戦略」の実現に
向けた政策の推進
・みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業 32億円

３ 食の安全と消費者の信頼確保
・家畜衛生等総合対策 85億円

４ 農地の最大限の利用と人の確保・育成、農業農村整備
・新規就農者の育成・確保に向けた総合的な支援 192億円

大臣折衝事項：食料安全保障の強化に向けた構造転換対策
283億円

令令和和44年年度度第第22次次補補正正予予算算等等のの決決定定おおよよびび令令和和５５年年度度当当初初予予算算案案閣閣議議決決定定！！

要要請請活活動動((1111月月))参参加加者者ののココメメンントト

令令和和44年年度度第第22次次補補正正予予算算・・令令和和55年年度度当当初初予予算算案案のの主主なな内内容容

〔R4.11.29 森山先生への要請〕

【【RR55年年度度畜畜産産物物価価格格等等】】
○ 肉用子牛の保証基準価格及び合理化目標価格

○ 鶏卵生産者経営安定対策事業の基準価格

※ その他、ALIC事業で「和子牛生産者臨時経営支援事業」(黒
毛和種子牛の販売価格が60万円を下回った際の支援)や「和牛
肉需要開拓支援」（和牛肉保管在庫支援緊急対策事業の後継対
策）、種豚導入支援の強化等も措置された。

黒毛和種 R5年度 対前年比
保証基準価格 556,000円/頭 ++1155,,000000円円//頭頭

合理化目標価格 439,000円/頭 ++1100,,000000円円//頭頭

R5年度 対前年比
補填基準価格 209円/kg ++2288円円//kkgg
安定基準価格 190円/kg ++3311円円//kkgg

でん粉原料用甘しょ さとうきび
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30,290円/ﾄﾝ
(+1,310円)

※ 基腐病対策によるコスト増加
等を踏まえ、過去最大の 引上
幅であった昨年並みの引上幅。

16,860円/ﾄﾝ
(±0円)

※ 交付金算定計算式上は下げ
基調であったものの、昨年
同額を維持。
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下記の取組みに支援
・生分解性マルチ
・省力化機械の導入
・新品種(こないしん・みちしず

く)への転換支援 等

下記の取組みに支援
・増産基金事業
・土づくり対策
・担い手・作業受託組織等の

育成・強化 等

貫見 広幸 さん
(ＪＡ鹿児島きもつき和牛振興連絡協議会会長)
今回の要請活動に参加させていただき、 現場の声を
藤木農林水産大臣政務官や県選出国会議員に直接伝
えることができた。自分も経営している繁殖牛関係では
、特に肉用子牛の保証基準価格が引き上げられたこと
により、経営の下支えが強化され、今後も安心して経
営に取り組めるので大変ありがたい。
また、養豚や採卵鶏でも主要な事業が継続・拡充され
ることになり、同じ仲間として良かった。今後も微力なが
ら本県の畜産の発展へ向け頑張りたい。

野間 弘也さん
(奄美群島さとうきび部会連絡会副会長)
今回約30名の要請団で県選出国会議や農水
省へ要請を行った。私もさとうきび農家の代表と
して生産資材価格高騰等による生産者の厳しい
現状をお伝えした。さとうきびの生産者交付金は
引き上げとならなかったものの、各種生産振興
対策を措置いただいた。 初めて農政活動に参
加させていただいたが、各種対策や予算の措置
は当たり前のことではなく、このような取り組み
や先生方のご尽力のおかげなのだと改めて感じ
た。良い経験をさせてもらったと思う。引き続き生
産者も力を合わせて頑張りましょう。


